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射係数を用いて反射ビーム波の振幅分布を求め， Goos ・ Hanchen 効果による反射ビーム波の側方変位
の様子を明らかにし，ついで反射ビーム波の電磁エネルギ一流の大きさと方向とを求めて，媒質の運
動が反射ビーム波に与える影響を解明している。特に従来の理論では取り扱うことのできなかった入























考慮して詳細に解析し，媒質の運動が Goos ・ Hänchen 効果による反射ビーム波の側方変位におよぼ
す影響などを解明した。また，従来の理論では取り扱うことのできなかった，入射角が臨界角の近






(3) 完全導体基板をもっ誘電体スラブ線路に沿って伝搬する TE 表面波が，線路の表面近傍におかれ
た任意断面をもっ複数個の完全導体柱によって散乱される現象を詳しく解析し，導体柱上の電流分
布，放射電磁界のパターン，表面波の反射係数および透過係数などを求めた。
以上のように，本論文は電磁波論における基礎的問題について学術上の多くの新しい知見を加え，
電磁界理論の進展に貢献したばかりではなく，これらを基礎とする電波工学や光波エレクトロニクス
などの分野に寄与するところが多しミ。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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